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2、ベッド数及び病室の形態（第2－1表～第2－6表）

総ベッド数は20～99床が333施設（33．5％），100～i99

床（18．5％），200～299床（14．4％），300～399床（12．8％）

で，20～199床の施設が52％。1，000床以上は17施設

（L7％）で，最高1270床。

産婦人科ペッド数は，20～29床が236施設（24，4％），

30～39床（18．1％），10～19床（17．4％）で，10～39床の病

院が59［9％。 50γ99床の病院は115施設で11．9％。100床

以上の病院が8施設（0．8％）で，最高170床。

産婦人科病室の形態は，産科病室が独立している病院

が206施設（20．7％），産婦人科病室？61施設（76，6％），混

合病室16施設（1．6％）である。

産科病室が独立している病院206施設のペッド数は，

10床台49施設（23，8％），20床台71施設（録．5％）， 最高は

131床である。

小児科病室の形態はi小児科病室のある病院が474施

設（47、7％）， 混合病室18施設，小児科入院設備のない病

院が303施設（30．5％）である。小児科ベラド数は，1～

9床が118施設（24、9％），10床台103施設，20床台81施設

で，最高120床である。

第2－3衷　産婦人科ベッド数

産婦人科ベツド数 施設刎 ％

2　～
10　～

20　～

30　～

40　～

50　～

60　～

70　～

80　～

90　～
100　～（170）

　N，　A

88

168

236

工75

123

58

19

22

9
7
8
54

9、1

17．4

24．4

18．1

12．7

6．0

2．0

2．3

0．9

0．7

0，8

5．6

計
967

100．0

第2－4表一産科病室ベッド数

産科ベッド数

第2－1表総ベッド数

総ベッ　ド数 施　設　数 ％

20　～　　99
333

33．5

100　～
184

18．5

200　～
143

14．4

300　～
127

12．8

400　～
63

6．3

50D　～
42

4．2

600　～
46

4．6

700　～
20 2．0

80D　～
14

1．4

900　～ 4 0．4

1，000～（1，270） 17
1．7

計 993
100．0

2　～
10　～

20　～

30　～

40　～

50　～　
58

131

計

施設数 ％

25

49

71

39

14

7
1

12．1

23．8

34．5

18．9

6，8

3．4、

0．5

206
100．0

第2－5表　小児科病室の形態

病室の形態擁設数

小児科病室
混　合　病　室
小児科入院設備なし

　N．　A
計

％

474

18

303

198

47．7・

1．8

30，5

19．9

993 工00．0

第2辺表　産婦人科病室の形態

病一室の形態” 施設数 ％

産科病　室、
婦人科病室一1．

　合病

206

61

610

20．7

6．6

．6

．0

計
993 1qq．0

第2－6表　小児科ベッド数

小児科ベッド数 施　設 ，数 男

1　　～
118

24．9

10　　～
103 2工．7

20　　～
81

17．1

30　　～ β5 ”13』7

40　　～
60 b

12．7

50　　～
31

・6．5

60　～　（120） 16 ド

3．4

計 474 100．0

一2一



：㌦高橋他；母子同室制に関する研究l　l

　3・救急・未熟児養育医療機関め指定と基準瘤護め実

　　施（第3表）

救卸指定繭5騨（5q，吻）・趨卑獅医療獺
め指定は477施設（48．0％）が受けている乙基準看護は667

施設1』（67，2％）が実施している。

郷．妻救急・趨麟育医徽関の雛罎鞠、
　　　護の実施 ．　　　　　　　　，

施設数／ ％
【

救”急　の　指　定
　　　　　あ　り
　　　　　な　　し

　　　　　N．　A

505　　50．9

444　　　44．7

44　　　4．4

未熟児養育医療機関の指定

　　　　　あ　　り　　
477

　　　　　な　　し　　474
　　　　　N．　A　　　、42

48iO

47乙7

4．2

基．準籍護の実施
　　　　　あ・り
　　　　　なr し

　　　　　N．、A

667　　67．2
302．　　　　30．4

・％ 　』盆コ4一

　4・産婦人科要員数 （第菱1表～第4－6表）

常勤産婦人科医師は，1人一411施設（41、4％），2人

一214施設（21。6％）， 、3人一139施設（14．0％）。常動医

師が》’ない病院が28施設（2，8％）ある．非常勤医師が》

る病院ば446施設（441達）％）。

第6，づ表　産婦人科床数（常勤）

　常鋤助産婦は，1人一160施設（16．1％），21入一124施

設（12摂％）・昧79♀緯¢0％｝・1 ～鉢の澱
が38・6彩・4人～9穂33・1％で10妹勘織が多 く’

712鰐，（71・7％）で鱒・10－19人が18・0％・20人以上

は44薦輩（4，4影）で監1畢高は71人。非常動中産婦のいる

病院レ邦70施設（17。1影）。助産婦が他科と群任じている

病院力176施設（7，7％） ある。

　常勤看護婦は1173人が37．3％，4－9人が27。5綴

10－19人が8、7％，20人以上は1％。

常勤准看護婦は，｝一3人が28．8％，4乙9人が31．き

％，10」19人が9．3落llう20人以上は1．8％。r一

　　の常郷鋤手は彦卜3人が5・・8％4子9煙｛2L9
％。常鋤がいない病駐が347施設（34．9％）。

第4 72衷　産婦人科医師数（非常勤）

嵯・ン’師　数「’　施設数 ％ぺ

28
2．8

『マ『i　1　　　　、 411
’

、41．4

214
．、21？6r

3 139
14・ρ

：71 、7・2、

い　　5

　　　　6

『をi
　　　　　7をI　l　　　　　8

　　　　9

0　～

43、・
』

・『 　413i
　　　　1．6

　　　　1．2

　　　　1．0

　　　　0．4

　　　　3．2』

20　～ 8 一〇．8

、　r

’40r r～』
19「・r50ぐ 心・℃’ 5f5・ド

　　3
〆　　㌧1’

　1♪

、、qβ

．11』

．1

一　』　　　　　　　i

　。一r計’1’㌧
1　■rじylピ・．』、 993．

1061b．，N

医 師　　数上 施　設数 ％1

　　　ノ0 5431
54．7

1 188 ・18．9

110

6
　11．11二＝　5．6

4 32
3．2

5 ド25　
・τ

．5輪
6 13　、 、、L3f

7 5 0．5

8 3 1戸　0．3

9 2 0．2

腹d』～（15） 12
r、、

1．2

いN．　A 4 0．4
　　 　　　　「　

ト

・計 993
．100。0

第気・一3表助産婦1備勤）

駒、1産婦r数ヒ

　　0仁・　　1

　　2　　3　　4
　　5　　6　　7　　8　　9
　10　～
20　～
30　～
40　～

、『 0
～” 訊70
～

〈？i）

　N．　A』

計

施設数　　，ご％

　　55　　　　　5．5
　160　　　、、 、16δ1

　124　　　12？ 5
　　99　　　　10．0
　　72　　　　　　》、　　7‘3

　　、53ンニ、　　5』3
　　60　　　　6．0
　　51　　　　．ン5．1
　　51　　　　　5．1
　　42　　　　　4．2

　179　　　　18．0
　　36　　　　　3．6
　　 31，　 1 0・3il

　　2　　　　0．2
　　0、’

　　F1営 1　　 1さ
’　　一一

　 、2

　　3　　　』』ノ　 　　　　　　　　、

993、 ｝i・il

一9一
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第4叫表 君護婦 （常動） 第4』6表一 看 護助手

看！護1 娼 敬 1施設数
・♪ ご「

．0 247 24．9

■’』 1　’ 133 』13、4

2 135r 工3．6

3 102　一 10，3　

4 62　’一 6．2　

5 ・66 一　　　6．6、

6 、51“1 5． 1
7 33 13甲3

8 一β昼
、．1

3．6

9、
25 2．5

10　～
86 8．7

20　～
6 0．6　

30　～
2r OP2

40　～
1 0．1

50　～　（54）、 1 O．1

．N．　A
7 0．7

計
993 100．O

常 勤

宕護助手数 施　設　数 ％．

10

20

30

40

0
．1

2
3
4
5
6
7
8
9

～
～　（20）

～
～　（45）

N．　A

347

240

180

84

46

24

19

13

　7

　6

17

　1

　0

　1

41

．34，9

24．2

13．5

8，5

4．6

2．4

　1，9

　1．3

　0．7

　0．6

　1．7

　0，1

　0．0

　0．1

0．を

第4－5表　准看護婦て常勤）

計
993 i 100．0

第5表　年間今娩数（昭和54年1月～12月）

准窟護婦数 施　設数 ％ 分　　娩　　数 施 設数 綴．

0 278
28．0 11ツ

65 6．5

1 86 8．7 1001～ 143　、・ ・1414y：・

2 107 10．8 200　～ 12③； ．124
3 93 9．4 300　～ 、112 。，：11箕‘3’

』　戸

　4
77 7．8 400　～

99 10．0

5 73 7．4 500　～ 77　1 7．81 L

6 58 5．8　 600，～
66 6．6

7 43 4．3 700　～
57 5．7

8 46 4．6 800　～
35

3．5

9 19 1．9 900　～
17 1．7

1σ　～ 92 9．3 1，000　～
42 4．2

20
～

17 1．7 1，500　～
7 0．7

301　～ 0 0．0 2，000　～
3 0．3

4Q
～（48）’：G 1 0．1 島枷～（2，931） 2

『・ g　A
3 0．3 N．　A

134 13．5

計
993

100．0
＊

14 1．4

．一 二 計
993 100．0

5誓間分鱗（第5表）
　分娩数が1－99であった病院セ調5施設（6・5％）・ 100～
499力塑撒（崖7・7餐）・500～999が2昏2雌（25・4％）・

i…←1・999が49騨4・9％）諏齢鱗は宕・931・

i6．曄痛室と分娩室

　陣痛室毒1室が多々68施誰（77，3％）。陣痛室のない

　注）一一＊印は，年間途中にて分娩取扱い中止および年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
く一

　　　間途中より分娩取扱い施設

ところは115施設（1L6％）・隔室のベッ職は4床が

279施翠（28，1％），2床が319施設（334％），3床声｛123

施設（12．4％）で，1～3床の施設が72．6％であるo

　分娩室は，1室が769施設（77．4％）。分娩台数は1台

一　4一



』：窩橋他；億子向室制に蘭する薪究1

が262鰍 （26，4％）ノ』・12台が606施設（61．
6％）3．…～1』 ∫．i

，クヴ新・生』児室7づバ牛一』嵌『尻、 、㌔

「

＝ll 11’

ン、

　新生児ベッド数は，1～24床が666施設（67、1％1）F最

・高は100床♂、∵　！』』、、

1斯生児蜜に前室がある病院ば393施設（391碗〉1で≧瀧

竈のなす嘱院の方が多い（5鏡躍）5親察室（分娩直後ゐ

新生児を1～2日観察する）のある病院は35i施設（25’3

％）恩観纏のない嘩9勲融卿9撫ξ鰻c
、Uがあぐ病院は165施設（16博彩）。

授乳室は， 619鍛卿，3彦）、に麟お1 雑繍室就
僻相談室は必9施設（45．2％）にある．専胴縦婦竃は421

輝設薫42、4％）にある。　　　　、　　　　ξl

l3罫新生児の主な診療費任者 （第6表）柱

　正常新生児の主な玲療責任者が産科医セ誌る病院も最
　　てり　ごヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロ

1も多1簿撒（80・堕小児葎壱樹施難（13・5％）1

灘麟医は15澱ぐL5％）。 　
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　第 6表　新生児の主な診療資任者
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％〉♂形態ば，1㌧種庵ある號9小児科医ある並～ぱ薪生児科

薩が責任を担51七“る病院は518施設く52％ン酋あるよづ

所分娩前後め妊産勅管蓮1（窮犠）㌧ヨ』
、一

へ妊婦め央が陣痛室にズると乏をご詐可している めは4兜

施設（57．8％）。また1，央め分娩室ズ室を許可してV・るゐ

は〕工86施設冠8ガ％》廼訪る。・ただしデこれ らめ施設の

ろぢ分娩中は央を入塾ぎぜ嬢レ｛施設が6施設訪るぎ　冷

』1分娩直後め樽婦を管理サ1る部屋は，・分娩塾で（？再施設

ひ7』6％）；1褥室でi14旙設ird1；5％），’・リ分ノミ リ：」‘：塾セ62

施設（6．2％）。’　　　　　　　　　　　』’ンドき管・ギド

　分娩室あるいはリカ）ミ》監塾そめ褥姪を脅理㌢る蒔間

は通常分娩後4時蘭以内」213施設（22』0％）を時間以内

‘60麗設1（61≦
1r

塚時間以内」4b施設 ＜41b％）。1』1

　　　 一1 」 ＝』さ　㌘’『（｝ ド．∫’ド

謝裟夫嚇鱒贈弊雇絢「一 二．、、、，，

、…

！，．、ウ 、 謝、，
・塑騨審構．Q7三8）1～1（41，9）．．｝（・，多）、q・9蓉Q〉

来め分醗恭室
“i861…1rlll・799し ジll㌧ε一99含1
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　注）＊印は，993施設中「陣痛室一あり」と回答のあ

　　　った862施設　　　 』t』・、∵1∴』、 　i ！諺践

⑩堺の蝉舞と鰹指導
‘勲授乳指齢984鰍（9争1％） で秘ている。そ
6指紛淡縮別に行づとこ赫叙620澱（62．4％）1

築難導は28・2％ 姻騨をし畑えセ劒1縮巌
麺設巌4％・自律授乳を騨頃ヤ・骨り醐・騨

漁4％》規則授乳を欄てレ’るのが595鰐（593

雀㍗掌導時間は，30分以内が643施設（64し8％〉1蒔間

噸が278鰍（2帥％）・ 』 ’ 楓（ヒ噺號の母乳爆靴ま杁凱亭もら畝誌えず
聯潭夢ている日猟』f 日力嬬施設（4醜）・2！日！

贈6鰍（17・？％）・
3畔1L蟷4 日グ照％。翠

iをみずに人工乳もらい乳を与えるところば9施設。

i』騨複の易合廠叡与届も磁湖繊48唯
郷・3％）・人工継422脚4λ5％）・・鯵噛麺

陣（2・串％）・人工乳のほかに糖紬翻ま紡い継

琳酵ころが40搬あり』繍不定の齢蕨颯を
馳ととろが雌飾，卿で猿，ま規繕謳
憐燐与い乳4レ》う≧湾ろ聯雌一脇）である6・

2）瀞鱒ま・1956澱（96・3％）で皆塑1が多瀬
導方法は，’ 別1こ469施設（47．2％） 集団で420施設。指
導時間は，（3σ分以内が689施設（69．4％），1時間以酬
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220施設（22．2％）。 沐浴指導を行っていなヤ・と；ろが23

施設ある。

　3）新生児の育児指導は，918施設（92．4％）で行って

いる。方法は個別に行うところが417施設（42，0％），集

団で416施設（4L9％）。指導時間は，30分以内が542施設

（54．6％），1時間以内が309施設（βL1％）。育児指導を

行わないところが56施設（5，6％）ある。

4）撚婦の退院指導は，963施設（97，Q％）が行ってい

る。個別指導は426施設（42．9％），．集団指導442施設

（44．5％）。時間は，30分以内528施設（53，2％），1時閥

以内336施設（33．8％）。 退院指導を行わない施設が17

（1．7％）ある。

　B　母子同室制の実態について

　1，母子同室制の実施、（第8表，第9表）

　母子同室制を採用しているのは535施設（53．9％），母

子異室制は458施設（46・1％）で蓼何らかの形で母子同室

制を採用している病院が半数以上である。

　母子同室の方法は新生児室で1～2日観察してから母

子同室にするものが（第8表のC参照）32晦設（60．7％）

で最も多い乙次いで， 新生児室で1～2日観察してから

昼間だけ母子同室に夜間は新生設室で管理する（第8表

のG）ものが101施設（18，9％）。なお，（第8表のH）は

上記Gの形態をとり，さらに退院前1～ 2日は母子同室

にして自宅に帰ってから困らないように配慮しているも

φである。一

　母子同室制の実施時期は，戦前よりは7施設，昭和20

年代が54施設，昭和30年代力く90施設，昭和40ん44年が121

施設，昭和45年～49年が89施設，昭和50年～55年が119

施設である。

第 9表　母子同室制の実施時期

01剛万肘酉堺は肇40犯距又、伍4・ηノリノ・．衆ロ判同勢

4．5％）。時間は，30分以内528施設（53，2％），

〃巴　脳

時閥 実施時期 施　設数 ％

貞内336施設（33．8％）。 退院指導を行わない施設が17 昭和　　1年 2 0．4

1．7％）ある。
8 2 0．4

B　母子同室制の実態について
11 1 0．2

1，母子同室制の実施、（第8表，

子同室制を採用しているのは535施設（53．9％），

異室制は458施設（46・1％）で蓼何らかの形で母子同室

第9表）

母

15

620　～25　～

111836

0．2

．2

．4

．7

闘を採用している病院が半数以上である。
30　～

39 7．3

母子同室の方法は新生児室で1～2日観察してから母
35　～

51 9．5

子同室にするものが（第8表のC参照）3鋳随設（60．7％） 40　～
121

22．6

で最も多い乙次いで， 新生児室で1～2日観察してから 45　～
8σ 16．6

昼間だけ母子同室に夜間は新生設室で管理する （第8表 50　～
105

19．6

りG）ものが101施設（18、9％）。なお， （第8表のH）は
55 14 2．6

N．　A
55 工O．3

第8表　母子同室制の実態 計
535 100．0

璽酬編離
母 子　　同　　室　　制

（轟1（1。lll）
2』母子同室制の形態（第ユ0表，第1図）r

ゐベットサイドにコットをおく形態が462病隊（86．4

A　母子同室制のみ

　母子同室，　　母子異室

　65
12．1）

8（1．5）

％）で最も多い。母と同床という病院も21痔院あ る。

ar⑫1r・・ming・inSyStem（第1図）は，新生児室騨

にして両側に母の部屋があり新生児室と母の部屋を自

C　新生児室→母子同室

　新生児室→母子同室，母子異
室

325

（60．7）

12

2．2）

時日本では3病幌にて採用されている。

部屋の規模は，

由に往き来できるようにした形態のことというが，調査

母と子1緯120施設（22、8％），母と

E　昼間母子同室夜間新生児室 9 子2組41施設（7．7％）で，母と子1組の部屋や2組あ

lFゴ 商母子同室夜間新生児室→
母子同室

（1．7）

2（0．4）

るいは3粗の部屋など一病院内で様々の形態をとってい

。母と子5組以上の部屋を有しているところが118施

G　新生児室ブ昼母子同室夜間新　生児室 101

18．9）
第旧表　母子同室制の形態

H　新生児室→昼母子夜間新生児 5 形 態　 施設数 ％

　室→母子同室
　 新生児室→昼間新生児室夜間

（0．9）

2 母 と　同　床
21 3．9

母子同室 （0．4） コット（母のベッドサイド）
462 86．4

」　その他（無の希望，気温など 6 コーナー（褥室内に） 7 1．3

による） （1，1）
Partial　rooming－in　system 3 0．6

母 子　　異　　室　　室” 　458（46．1） N．　 A 42 7‘9

第8表母子同室制の実態

母 子　異　室　室 　458（46．1）

　993
（100．0）

　2』母子同室制の形態（第ユ0表，第1図）r

母ゐベットサイドにコットをおく形態が462病隊（86．4

％）で最も多い。母と同床という病院も21痔院あ る。

Par眠r・・min暫inSyStem（第1図）は・新生児室纏

中にして両側に母の部屋があり新生児室と母の部屋を自

由に往き来できるようにした形態のことというが，調査

時日本では3病幌にて採用されている。

　一部屋の規模は，母と子1緯120施設（22、8％），母と

子2組41施設（7．7％）で，母と子1組の部屋や2組あ

るいは3粗の部屋など一病院内で様々の形態をとってい

る。母と子5組以上の部屋を有しているところが118施

　第旧表　母子同室制の形態

計

形 態 施設数　　％

計 1535い・…
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第1図　PART工AL　RqgMING｛N・＄聡TE駈r・
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ノ

廊． 下．

設（22ユ％）ある。

3・母瑠こ粋壁桝時騨声び新響室で観察
　　する時間（第11表1第⑫韓）

、1新隼児を分娩室から庫ちに母子室に移す病院ほ歩寮く

斧輝誰（13。6％）ジ’新生児室で一定期間観察してから母子

警桝嘩が多、鱗撒（即％）・　ジ
．1 1新隼児室で観祭する時問は， 24時跨以内109施設（24．5

％）・148賄以内2嘩設、（46・1彩），72時間以内94鰍

（2工潅％）である。入院中ゐ大部合を新生児室誓霜護し，P

最後の」日位いだけ母子同室良する病院もある。｝ン1ミ

　第置1表　母子室に新生児を移す時顛

施設数 ％

分幾室がら直ちに母子室ぺ

新生児室で観察し，母子室へ

そη他：

　73

45　

　17

13．6
8312’

．2

計 535 100．0・

．162施設ぐ（44ゆ％％ 次いで産科病室88施設（23．9％〉。、新

撃響徳麹4脅騨～1、聖塑額蓼・・、』
し、
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、、、
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368

　、41』
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餓8』1㌔蛮7
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第14表　瘤護婦の兼務場所

　　　 へ
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圧
lr
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さ簗盲2表　新生児室で観察する時間
（．・』
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1

～ 逸4時間
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～　　72二
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Nド A一』・』一
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　専任看護婦（含む助産婦）が“る病院は126施設（23，6
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（68．8％）る
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で，異常のある児を母子室から移す病院は83．9％である。

　6．母子室比おける面会について（第16表，第17表）

　母子室の面会人を限定していない病院が370施設（69．2

％）で，限定していない病院が多い。

　面会人が母子室に入室する際の規則では，ガウン・キ

1ヤ財・略物着腱させ砺騨・各々3・4％・24

鬼5』2％で非常に少ない・継履齢畔蝸病院は
：59、3％で特に地方や個人の病院に多い。

第16表　母子…豊における面会

が206施設（20．7％） であづた。

　場モ噂ド関する，畢所・短所匿？いてり悪見を圏容別

を表20に示す。長所として は，・r　O養育のた：めによい，

。母事蘭係匠よい， O母乳栄養確立によいなどがあげら

れη・逢6短所として嫡　。褥婦の睡眠不足・疲労・

。震護要員不足により 　careが十分に行われ勧・などが

あげられている。一　　　
』”

　　 ”
一’”

．第穐表　感染の経験と面会人との闘係（母子同室制）

面　　会　　人

挿設劃％
面会人を限定している

面会を許可していない

面会人を限定していない

　　N．　A
計1

110

　7
370

　48
1535

　　　　　　　　　　　計
轄霧酬騨串A

20，6

1．3

69．2

9．0

100．0

第1了表　面会人が母子室に入室する際の規則

感染の経験あり

〃』

24　　0　72

なし　、80　　7　237

N．　A

計

6　　0　　工1

1・真ol』 7137・

1

8

39，

148

　97
（18．1）

　382
（7L4）

　56て10．5）

1　535（100．0）

規 則 あ　り

手　洗 い　　76
　　　　　　　（14。2）

ガ　　ウ　　ソ　　18
　　　　　　　（3，4）

キ　ャ　ッ　ブ 　11　　　　　　　（♪2．1）

Lマ　　 ス　　グ 　　28
　　　　　　 〈5，2）

　　 靴　　　　317
　　　　　　　（59．3）

赤ちゃんを抱く　　一196
　　　　　　　（36．6）

面会時間の制限　　367
　　　　　　　（68．6）

な　し　N．A　　計

373 86 535

（69，7） （16．1） （100．0）

426 91 535

（79．6） （17．0） （100．0）

431 93 535

（80．6） （17．4） （100．0）

416 91 535

（77．8） （17．．0） （100iO）

135 83 535

（25．2） （15，5） （100，10）

255 84 1535

（47．7〉 （15，7） （100．0）

95 73 535

（17．8） （13．6） （1GO．0）

第19表　母親が眠られな㌧、とし、う苦情と母子室ゆ形

　　　態との関係（母子同室割〉

母子室の形態
嵩劇洲鋼淵N．A

計

眠れない苦 8 309 6 2 2 327

情あり （61．1）

眠れない苦 12 142 1 1 2 158

情なし （29．5）

N．　A
1 11 0 0 38 50

（9．3）

計 21462巨い421（1畿）

第20－1表　施設側からみた長所・その他の意見

施設数
7，母子同室の長所短所について（第18，19， 20衷）

騨の緯のあ砺騨・．535撫中97施設（馴％）

であった。感染の経験と面会人の限定との関係について

みうと，感染の経験のある病院は，面会を限定している

病院で24例，、二限定していない病院で72例で統計学的に有

意差は認められなかった。

　母親が眠れないという苦情と母子室の形態との関係を

みたところ以下の結果がえられた。

母子同室を採用して螂る病院中327施激（61．1％）よ

り樋恥騨ないと紡苦齢あるミと回答があっ
だ♂しかしプ母親が眠れないという苦情と母子室の形態

1とめ関係に統計的有意差は認められなかったg．

　母子同室の場合， 看護の手が省けるという病院は260

施設（26，2％〉，矯護の手が省けることはないという病院

分 類 意 見・

騨1騨
養．　育 α）育児に慣れさせる為r

の　母親として，自覚を持
　たせる為

27

0 1

母子関係
（イ）

スキソシッブをスムー　！
　ズに行なえる様に　　　17
（ロ）　母子関係によい　　　　　　8

⑥　児の行動，心理画によ

　い
◎ 母ヂ）精神衛生琴ホい

㈲　母親は，児からの刺激
　1カΣら影響をう尋ナ，　ホノレ

　モソ分泌がよくなる　　　1

母乳栄養　α）母乳栄養確立の為　　　　20

確　 立 ⑧授乳方法がマスター出

一8一



』篤樋侮：母モ伺軍鞍季閑亥多研i恕1：

1こ『

」』r

l管理し経
i甑

19i
…l

i』
F　 1
コi

し

染

r褥鰍ヒ関
して

その他

　来る㌧”〆』）歎』rl滑≧と

を9 母乳栄養高確立の実績γ

　あり　　　　　　　　2

（イ）、．管理，・経営上・、
一，

．ぺ9う’
■11

（ロ）責任の軽減の為 “
・f ；～・

？9　簡護要員木足の時にぽ
　、㌦　ゴ　■』

、　哩

ド　い1　　　　・’・デ”　ノ ＝ 下1タ・

←）災害時に同室制がよい 』3∴r

㈹　赤ちゃんの取違え癖件二
　　r［、』

が起きない』｝ ’ドF＼こ：Pさ
．、

2
〆

を9母親が児の異常に早ごく継
　気付く

ゴ1 ｝
”1

，21
ハ

（翫育児指導が出来る1

（イ） 感染は稀である♂．、心配　　　　、・、

　はいらない　　　尾，15ぐ／与：
⑨　感染の経験な』し

響㌧ 　　1i

（f）褥婦の向復，安瀞によ　　3

　い

“）、黙麗騨噂帝
’（ロ）

母親が同室を希望

？9　地域的に同…差制淋よい

◎　核家族の多い現在，同
　　室制がよい

飼9　和室が好まれる［』 ’ ごM　l・

的　合理主義的新蛋児管理F
　 り反省1ぐ．願挙野

3
2

1』

1

1第2・一2表撒伽らみた短肺その他の意見』・

その他

か

④繍＝姻翻齢1「…＝・3㌦・

（ロ）部屋のスベースを広く

　　とる　　　　　　真．．
φう r施設趨衛さ糞モ“な1』 ン5

　 いので問題が生じるr T
◎コ部屋が狭いので処理に　　　…
　　困る　　　　　　　　　＝1

㈲　同室制を行なう にあた　監、

　　癒醐難硬岬・1
無，番無、縫、》轡’

1

くへ

E　・　　　　　上1、 』 』∫＼1・r』、　レ』

第20－3表＝｝’ノ母親側がらみだ長所 ゼその他の意見

｝こ意．な』鷲1 ；鰍 1』、

α）1育児比自宿ぷ持せLぎ ㌧く

；
1

⑭＝育児に燦塾るンヱン駈、1渚「」
．、．

を9 安心感がある

◎「子ども 齢ら越億｛馳る、、・

鶴「子どもへの関心が早期に盗ぐなる

をウ児と接触することにt潟り1 』後陣痛

（げ譲瓢欝論“、∵

「v

　10

　．4

　 3

　2』
　 1

、

第20－4衷　母親側からみた短所・その他の意見

1

冷　類

i褥婦に関
して

惑　染

管理・経』
賞．∫、

《

意
施設数

・い≦1．
農室瑠1曇室鍛

α）轡鴨ll智轡こ

＠回復に問題あり』

の』 睡眠不足や疲労を訴え
　　る

⇔縛婦㊨安静箏こ間題が
　ある

5
8

7

2

7
6

』『

』㌔ ン 』兇・
施 墜

④　感染の間題グ為る　　　　9　　　　　　　　　　　　　　2

噂鱒肇勲畔撃、 ボ
的 盛染り経験が義う　』．、．エ　　　　　　　　　　　　　　．「2い

7（イ） 窟護要員不足による問
　　輝が出る一寸

何舞瞬る
』セづ　手ががかる

ひ9難響璽野不塑

㊥、・藺護要員の資質に間題へ

　　がある

兎1ご

4

5

真，

・i・

6

ゼデ良時間接甑を好まない

（O眠れなヤ・，・ 不安だ

＠個室なので淋しい

騨1幾室禦，

ぎ嘆ρ他の湖
石，㌦ 』㌧

　1：）母子同室を行ううえで現在考慮していること（第

　　2職）』ン，…』』
“、

、
羨㌦ ㌦仙

1
：感染に注意している（15件），母児に異常がある時は児i

耀離無鏡㍑響轡ひ翫i
l母児に渠常がある時iは新生兇室でcaτeしたい（4件）。

町管理に一離戦郷し郁ぐぐ件）識働改差

（4件〉な．鞭麺　　　　　　、、
・野畦制騰慮ずることが豊じいこ1とどして， 対，

卑は雌鰍加b瞬騒こと，母胴室が個室でない1
場合揖ぞ 璋緯め生活レペルを考慮し鳶方がよ炉嶽 ζQ悪
見がよ・せられている軟 』1． 1’r ㌃　（S ぎ’｝（㍗51

ま）繹子同室制を採用できない理由1（第2173表）．、1』

　理由の詳細を第2工一3表に示したが，24件とも管珪・経

一9’



営（設備）上の理由による郊のである。
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第2H衷同室制を行なう上で，現在考慮している事

第21略表　同室制にできない理由

分　類

感　　染

新生児
管　理

祷婦管理

その他

意 見 施設数

④　感染に注意する
③　面会人に注意を与える

⑳　病気のもの面会禁止

◎　風邪等の流行時は面会禁止

㈲　面会はガラス越しに

＠、面会時間は新生児室にてca罵

⑳　母児に異常ある時は，児を新
　生児室にてcare
（ロ）定期的（頻回）に観察

⑳　褥婦の診療時聞時，新生児室

　でcare
←）冬期は新生児室にて』care

④　褥婦の安静がはかれない時ほ，

　新生児…蓋で　care

ω　VT耳り使用
（ロ）褥婦（初産）を大部屋にいれ，

　観察させる

⑳妊婦外来指導も大切にする

4
3
3
2
1
2

6
2

1

1

理 由 施設数

（イ）部屋の規模，晶アーシンディション等の

　設備の為
⑰　国立では，面積の制限がある

的　寒冷地では，病室全体を暖かくする必要
　がある
◎混合病棟の為
㈹　現状の施設セは不可能

㊦要員不足の為
（ト）小児科医がいない為

㈱　経営上，やむおえず出来ない

（り）地方では，面会人の限定等が出来ない為

（ヌ）誘拐が心配

⑬　管理，経営の問題による

2
2

1
2
1
2
1
3
4
1
5

第21－2表　同室制を行なう上で，将来考慮したい礁

分　　類

設　　備

意 見 施設数

（イ）エアーコソディシ勺シを整備

　　したり

（ロ）同床制なので，コットを使用
　　したい

？9個室制でレbaby用のコーナ
　ーをもうけたい

1

1

2

第21－4表　同室制を採用する希望または計画

管　理 α）夜間は新生児室でcareした

　い
（ロ）　母児に異常がある時は，新生

　児室等でcareしたい
？9管理等そ一定基準を考慮した
　 い

←） 面会時問，面会人などで，風
　俗，習慣を考慮したい

1

施設数

希望形態

　（イ）Partial　rooming　systemにしたい

　〔理由〕①母乳栄養確立の為

　　　　②　電話による育児相談だけでは
　　　　　問題点が多い
　（ロ）条件が整えぱ，同室制にしたい

　〔条件〕①看護要員が充足したら

　　　　②　正常新生児のみ

　　　　③産縛2～3日頃より

　　　　④産科病棟として独立したら

　　　　⑤　小児科がいれば

　　　　⑥　感染予防が完全にできれば
　　　　⑦　デメ翌 ットが少なければ

現在，計画中

7

6

対　　象，

その他

（イ）同室制の対象は，normal　baby
　 である富

（ロ）・個室でない対象の場合，生活

　　レベルが同程度である礁

④要員を充実したい（あくまで
　入院管理下におくため）

4

4

2

1

1

2

5

　C　母子の早期燐腰のこころう（第22表）

　母子の接触の時期についてみると，分娩室内で母子の

接触を行っているところは75施設。接触の仕方は，乳頭

をすわせる30施設，抱かせる1g施設などである。

　早期接触は母乳栄養確立のためによいという考えのも

とに，授乳時期を早期から試みている病院が35施設あ

る。

　また，母児に異常がみられた場合でも早期接触を試み

ている病院がある。たとえば，ハイリスク児でも母に接

触させるなどである。

一10一



高橋他＝母子同室制に関する研究・累

ll第22表 母子の早期接触につ野ての， 対応と工夫♪

第22－1表接触時期

・『 　 第22－4表 特殊な児に対しての対応』

、、

「1＼｛時 　【・　・く 　間r。い
こ施一設 数

1欝矧欝瑠、

（イ） 分娩直後（穿娩室旬
（但） 分娩より透時間以後◇

の1分娩まり12時間以後，》、

・．◎㌧早期接触を心がける：l　l

㊨ン母親ゆ希畢の時間』：，

『♪r

1鞭一暇、踊 内容、、

〆』1・

　　 』内』

　　　　・．y』

56‘

・小

9ニ

ド2．

ゼ

19

工．

．容 施 設取、

・暴室鱗室鮒

　　　　　　「　　、④乳頭をすわせる・
㊨㌃「抱がせるr1’

一17　1

15
』窃1

－41’

を9・・接触さゼる・
㌧11‘ ！4

⇔㌧濾と対面させ谷 11二1
＼’

㌦

‘1㈹よ’1歴無tlWa「meオ遂置V・ズ母親にみ ：

せさ1せ為 2 2、

⑥肇癖兜鱒誰髄』1霧濃講灘怒㌧

41一

4，、，16、

　 ずN

第22－3表　早期接触の目的である母乳栄養確立のた

　　　　め，工夫している寝　＝ 、　　魅
．①授乳時期

、　　 　　 r　　　　　　 、r＼■■

期
雄、設数。

lr

・

内 ゲ容’1『r 騰燕・

④こ一バイサスrク児の場合でも母に接触’

　　 させる

（膝誌縦燃瑚輝、
7的⊃、為イrリFズじク児め場合で壱退院まで一』

　　殖母に接鯵 さ、せる 　、い，

砲嚢嫡め郷，翠瞬・峠鰻

11㈹』未熟児の場合1 1児退院前に母を再・
　　入院させ， 爆子同室させる・．

嬉肇嘩勤叫鯵巌瞬す

』第22－5軽鯵触噛御．し、

意

で　

見．

＝・3

2

2．

1

1

1

．施設数’

⑳1襲鋸覇鱒拠㊥嘩歪 l
i（自ン）．分娩後2時間は，㌧褥婦の回復め為r

　 』早期探触は行融物な野
∵

1；

乎9』景繋讐㌦騰塗駿輿嫉

　　うのがよい
鮮）’早期接触は・ 母に不安を起；さサ，
　【るので行なわない
③1’論凸誼漁ntb・nding・は米動
　　話であ、り ，・、文化の異なる日・本では

，

1』1神鐸軍艦考零る必要嫉な吟

内 1母乳の指導を上手にしないと， 早
　 期接触嫉成功しない トP

欝矧欝瑠1

1

lL

ユ

ユー

α）母乳が出る場合は， 監早期よ10授乳
、．（、ン‘を行鷺う、噌．r

〕．ヒぐ，　　　　　　　　　　　　　　　　、15
⑭　初回授乳は母乳を与え、斎紀

。嫡，、輿時間肉に母響授1乳ぞ肉嫡すお
　　　　　　　　　　　　　　　　　4．
1黛籔騙縛鷺騨』けて』無乳

6、

㈹　分娩当日より乳頭刺激する　　　　　　　　　　　　　　　　lr11
三《藪、低体重児にも，1早期授乳をすすめ

　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　1

3

12

1

、1

、㌧＠　採乳指導内容

指 、　・ 導 f－、「内　　．容・

1・』施．設㌧数

、■　　　『　　　　r　

疋q噂欝こ1晒らマ所㌣：奪』 3 ■

（O　桶谷式マッサージを行なう 3 1　

々勢r児の吸畷力を高ある為，楠谷式マ
ッサ早．ジ嫉行なわない 1

　　　　、　セ　』　！㊥、」個別的琴授貌指導を行なう， 4．

欝禦『舞囎、

　　1r“r『

　w考　案一、1．
r有効回答のあ』づた病院の約30％が国公立，二1約35％が医

療法人か個人，・約35％がその他であった5又，－1常勤産婦1

人科医数は41％が1人，22％が2人，34％が∫3人以上で・

あウた乙年間分娩数は第5表に示す通りでありi 有効回、

答はほぼ全国より集められたので，現在の我が国におげ

る母子同室制の実態が，今回の調査によ りほぼ把握でぎ

たと考えられる。昭和43年度の研究趣と比較するとヂ母

子同室制を とっている病院の率が28％から54％に増加1

異常新生児の診療貴任者が小児科医又は新生児科医であ

る率が27％から44％に増加し，母子室の面会人を制限す』

る率が47％から21％に減少している他は1今回の調査ど

壱零ぼ同じ結果であった。これら変化レている点は威母子1

にとづてより良い方向であると考えられる。』． 、r

1、＞

　出産の方法は，時代の歴史とともに変遷してきた。1未・

文明社会では，家族がすぐ側で待機する中でお産が行な・
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われるという一種の母子同室が一般的であすた。『しか

レ匙、介動にあたる人，産嬬，そして新生児に関する清潔

めヒとば［切考えられていなかったようである。我が国

φ飴でも誇から半世紀前まで膿村で酔珊親の

鈷，近所のおばさんによる介助が，時には全く誰の介助

も受けずに家庭で出産するこ≧炉多かった。そのような

塗況のもとでは，妊産婦死亡比しズも2γ300例の出産

｝F1例の割で発生してお窮出産直鋒g獅生児死亡も焉

例に1例と，現在φ10～工5倍の高率であづ為21。 それが

第2次大戦後，母子衛生対策・妊産婦管理の面より施設

での分娩が増え，1950年から75年の間に，全串生の4，6％

だった施設分娩が98．8％に達した31。そ、じて，アメリカ』

医学の影響で，主に勤務面・管理面での能率向上の為，

母子別…豊制を行なう癖院が増えきてきた軌　しカ・し，徹底し

た母児隔雌の方式は』母児の健全育成みため比障害があ

多ことがいわれ，アメリカでは1940年頃から母子別室制

“の反省が始まっていた4，。母子同室・異室の問題の論

嵐は，母乳栄養確立の問題，母親の保育技術の問題・新

毎児感染瘍，異常児の発見産褥母親の身体・精神状態，

魅成長・締してからの母子縣等である瀕駿
で，昭和40年頃から看護婦不足を補なう意味で母子同室

制が増えているようであるが，母子同室制にとっての本

来の目的ではない5，。

　母乳栄養確立，母親の保育技術の向上ゆためには，母

子同室の方が有利で診弓。しかし，慣れない無親を適切．

比指導。教育するためには，かえって多数の熟練した指

導者や補助者が必要殖なってぐう。新生児学会の勧告に

よると，母児3組に対して2人の定員が望ましいとい

う61。　しかし，現実には母子室専任の須護婦がいる病院

は，全体の％であった。（第13衷）

　新生児感染症の点では，母子異室では新生児どおしの

感染，’母子同室では両親・面会者からの惑染が聞題であ

るじ』第18、 19表より，』母子同室制やそれに伴なう面会人

限定と感染との関係は特にみられず，又，同様の他の報

告も あり4レ， 感染に対する一般的な注意をしていれぱ，

母子同室制にしたからといって感染をあまり恐れなくて

も良いよう に考えられる。

　生後24～48時間は新生児の外界への適応がまだ十分で

はなく，璽症疾患の発生頻度も高い時期なので，母子同

室制を採用している施設でも，この間は第11，12表より，

半数以上が新生児室で集中管理を行なっている。又，第

19衷より，母子同…芭で昏よ母親が眠れないとレ、う苦情は多

く，産褥母親の管理も慎重に行なわなければならない。一

その意味でも，出生後新生児室で1～2日問観察し，そ

の後母子室に移したり，昼問だけ母子同室にし，夜は新

生児室にて新生児を管理する方法が妥当なのか顧しれな

いo

　しか．し，母子の接触を出生直後に45分間したグルー

ブ，出生12時間後セこ45分間したグノレーゾ，・とマントロー

ルの3グル轟ブで，生後36時間たった時の愛着行動を比

較すうと，出生直後に接触さサだグノヒrズ参一香埠拠っ

た≧の報告ηもあり，出生後塗るべく早期からの餌児φ

接触が望まれる。又，出産後，新生児 と母親をより畏く

接触させた グルーブと，普通に接触させたグルーブを比

較すると，前者の新生児力｛1，2歳になって体重の増加

が良かったり8，，何かに困って淳し）た時の母輝の聾塵が

より愛情に満ちていたり91，又，4レ5歳になづてから

は，・母親はより多くの言葉で子供に語りかけを行ない，i

子輿自身も知能が良くなるといわれている鋤5このよう’

に母子同室ボ異室のどちらにしても，少しでも長く母子

を接触さサた方が良いといわれている瓢調彰こ鹸らの硯

究に対して最近アメリカでも種々の考え方13嚇義為抵 i
今回のアソケート調査によってでてきた母子同室制や母

子り早期接触に対する意見も興味深い。いろ硫うの条件i

が整えば母子同室制を希望する病院や簿線び多く，宰際i

にそれは当然であろうが・どうし筋』番良いか瞳密i

にコソト区噛をおいた徽例の．pr。s麟噌中惚が

必要であると考えられる。

V　結 語

　1　わが国における母子同室制の実態を把握する目的

でアソケート調査を行っ鳶。対象は，厚生省医務局発行i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト病院要覧1979年版により産科を標傍している2，656病院。i

有効回答は993（回収率37、4％）。． 　　： 　、 、　 i
　2　病院の設置主体＝　国公立30．9％，医療法人16，71

％，個人18．7％，その他33』7％1

3産鰍科病院の形態搭シ轍触牽科嘩鞭
立している病院20．7％。産婦人科ベヅ・ド数に10床台17』4

％，20床台24．4％，30床台18，1％。

　4　小児科病室の形態：　小児科入院設備のあ．る病院

は496施設（49．9％）。

　5　産人科要員；常勤医師数はi人～41．4％，2人

～21．6％，3人～14，0％。常動助産婦数は1～4人が1

45．8％，5人～9人が25，9％，’10人台18，9％，常動助産

婦のいない病院が5．5％。常勤瘤雛婦歎は1～4人が43，5

％，5～9人が2L296。常勤酉護婦のいない病降が24．9

％。

　6　年闘分娩数：、昭和54年1月～玉2月迄の年間分娩

数は106例台が14．4％。500未満の病院が47，7％。

　7　新生児の主な診療責任者1　正常新生児の揚合は
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高橋他＝母子同室制に関する研究
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